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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年1月15日(2009.1.15)

【公開番号】特開2007-163748(P2007-163748A)
【公開日】平成19年6月28日(2007.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2007-024
【出願番号】特願2005-358852(P2005-358852)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/097    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３４６　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３３１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７４　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８１　

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月21日(2008.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着色剤、ワックス成分、およびアニオン型自己水分散型ポリエステル樹脂を有するトナ
ー母粒子と、
シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が７～６０ｎｍの疎
水性シリカ微粒子と、
シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が１０～４０ｎｍの
疎水性酸化チタン微粒子と、
シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が１００～６００ｎ
ｍの疎水性シリカ微粒子と、
　を有することを特徴とする負帯電性トナー。
【請求項２】
　着色剤、ワックス成分、およびアニオン型自己水分散型ポリエステル樹脂を有するトナ
ー母粒子と、
シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が７～６０ｎｍの疎
水性シリカ微粒子と、
シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が１０～４０ｎｍの
疎水性酸化チタン微粒子、
シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が１００～６００ｎ
ｍの疎水性α型アルミナ微粒子と、
　を有することを特徴とする負帯電性トナー。
【請求項３】
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　シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が１００～６００
ｎｍの疎水性シリカ微粒子を有する請求項２に記載の負帯電性トナー。
【請求項４】
　前記トナー母粒子の仕事関数が５．３～５．７ｅＶであり、前記個数平均一次粒子径が
１００～６００ｎｍの疎水性シリカ微粒子の仕事関数が５．０～５．３ｅＶ、前記個数平
均一次粒子径が１００～６００ｎｍの疎水性α型アルミナ微粒子の４．９～５．２ｅＶで
ある請求項３に記載の負帯電性トナー。
【請求項５】
　着色剤、ワックス成分およびアニオン型自己水分散型ポリエステル樹脂を有する疎水性
溶剤溶液に水性媒体を添加し、
前記水性媒体を添加した前記疎水性溶剤溶液を転相乳化してトナー母粒子を生成し、
前記トナー母粒子にシランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が
７～６０ｎｍの疎水性シリカ微粒子およびシランカップリング剤により疎水化処理された
個数平均一次粒子径が１００～６００ｎｍの疎水性シリカ微粒子を外添処理し、
シランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が１０～４０ｎｍの酸
化チタン微粒子およびシランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径
が１００～６００ｎｍの疎水性α型アルミナ微粒子を外添処理することを特徴とする負帯
電性トナーの製造方法。
【請求項６】
　着色剤、ワックス成分およびアニオン型自己水分散型ポリエステル樹脂を有する疎水性
溶剤溶液に水性媒体を添加し、
前記水性媒体を添加した前記疎水性溶剤溶液を転相乳化してトナー母粒子を生成し、
前記トナー母粒子にシランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が
７～６０ｎｍの疎水性シリカ微粒子を外添処理し、
シランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が１０～４０ｎｍの疎
水性酸化チタン微粒子およびシランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次
粒子径が１００～６００ｎｍの疎水性α型アルミナ微粒子を外添処理することを特徴とす
る負帯電性トナーの製造方法。
【請求項７】
　着色剤、ワックス成分およびアニオン型自己水分散型ポリエステル樹脂を有する疎水性
溶剤溶液に水性媒体を添加し、
前記水性媒体を添加した前記疎水性溶剤溶液を転相乳化してトナー母粒子を生成し、
前記トナー母粒子にシランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が
７～６０ｎｍの疎水性シリカ微粒子およびシランカップリング剤により疎水化処理された
個数平均一次粒子径が１００～６００ｎｍの疎水性シリカ微粒子を外添処理し、
シランカップリング剤により疎水化処理された個数一次粒子径が１０～４０ｎｍの疎水性
酸化チタン微粒子を外添処理することを特徴とする負帯電性トナーの製造方法。
【請求項８】
　着色剤、ワックス成分およびアニオン型自己水分散型ポリエステル樹脂を有するトナー
母粒子と、
シランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が７～６０ｎｍの疎水
性シリカ微粒子と、
シランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が１０～４０ｎｍの疎
水性酸化チタン微粒子と、
シランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が１００～６００ｎｍ
の疎水性シリカ微粒子とを有する負帯電性トナーを用いることを特徴とする画像形成装置
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】負帯電性トナー、その製造方法および画像形成装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、電子写真法、静電記録、静電印刷等に使用される負帯電性トナー、その製造
方法および画像形成装置に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の負帯電性トナーは、着色剤、ワックス成分、およびアニオン型自己水分散型ポ
リエステル樹脂を有するトナー母粒子と、
シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が７～６０ｎｍの疎
水性シリカ微粒子と、
シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が１０～４０ｎｍの
疎水性酸化チタン微粒子と、
シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が１００～６００ｎ
ｍの疎水性シリカ微粒子と、
　を有することを特徴とする。
　本発明の他の負帯電性トナーは、着色剤、ワックス成分、およびアニオン型自己水分散
型ポリエステル樹脂を有するトナー母粒子と、
シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が７～６０ｎｍの疎
水性シリカ微粒子と、
シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が１０～４０ｎｍの
疎水性酸化チタン微粒子、
シランカップリング剤による疎水化処理を施した個数平均一次粒子径が１００～６００ｎ
ｍの疎水性α型アルミナ微粒子と、
　を有することを特徴とする。
　上記の他の負帯電性トナーには、さらに、シランカップリング剤による疎水化処理を施
した個数平均一次粒子径が１００～６００ｎｍの疎水性シリカ微粒子を有するものである
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　前記トナー母粒子の仕事関数が５．３～５．７ｅＶであり、前記個数平均一次粒子径が
１００～６００ｎｍの疎水性シリカ微粒子の仕事関数が５．０～５．３ｅＶ、前記個数平
均一次粒子径が１００～６００ｎｍの疎水性α型アルミナ微粒子の４．９～５．２ｅＶの
ものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の負帯電性トナーの製造方法は、着色剤、ワックス成分およびアニオン型自己水
分散型ポリエステル樹脂を有する疎水性溶剤溶液に水性媒体を添加し、
前記水性媒体を添加した前記疎水性溶剤溶液を転相乳化してトナー母粒子を生成し、
前記トナー母粒子にシランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が
７～６０ｎｍの疎水性シリカ微粒子およびシランカップリング剤により疎水化処理された
個数平均一次粒子径が１００～６００ｎｍの疎水性シリカ微粒子を外添処理し、
シランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が１０～４０ｎｍの疎
水性酸化チタン微粒子およびシランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次
粒子径が１００～６００ｎｍの疎水性α型アルミナ微粒子を外添処理することを特徴とす
る。
　本発明の他の負帯電性トナーの製造方法は、着色剤、ワックス成分およびアニオン型自
己水分散型ポリエステル樹脂を有する疎水性溶剤溶液に水性媒体を添加し、
前記水性媒体を添加した前記疎水性溶剤溶液を転相乳化してトナー母粒子を生成し、
前記トナー母粒子にシランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が
７～６０ｎｍの疎水性シリカ微粒子を外添処理し、
シランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が１０～４０ｎｍの疎
水性酸化チタン微粒子およびシランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次
粒子径が１００～６００ｎｍの疎水性α型アルミナ微粒子を外添処理することを特徴とす
る。
　本発明のさらに他の負帯電性トナーの製造方法は、着色剤、ワックス成分およびアニオ
ン型自己水分散型ポリエステル樹脂を有する疎水性溶剤溶液に水性媒体を添加し、
前記水性媒体を添加した前記疎水性溶剤溶液を転相乳化してトナー母粒子を生成し、
前記トナー母粒子にシランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が
７～６０ｎｍの疎水性シリカ微粒子およびシランカップリング剤により疎水化処理された
個数平均一次粒子径が１００～６００ｎｍの疎水性シリカ微粒子を外添処理し、
シランカップリング剤により疎水化処理された個数一次粒子径が１０～４０ｎｍの疎水性
酸化チタン微粒子を外添処理することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の画像形成装置は、着色剤、ワックス成分およびアニオン型自己水分散型ポリエ
ステル樹脂を有するトナー母粒子と、
シランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が７～６０ｎｍの疎水
性シリカ微粒子と、
シランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が１０～４０ｎｍの疎
水性酸化チタン微粒子と、
シランカップリング剤により疎水化処理された個数平均一次粒子径が１００～６００ｎｍ
の疎水性シリカ微粒子とを有する負帯電性トナーを用いることを特徴とする。
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【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
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